
平成２８年度青森県中学校体育大会
第６７回 青森県中学校体育大会冬季ｽｹｰﾄ・ｱｲｽﾎｯｹｰ競技大会

１ 主 催 青森県中学校体育連盟 青森県教育委員会

２ 後 援 八戸市教育委員会 青森県スケート連盟 青森県アイスホッケー連盟

３ 主 管 八戸市中学校体育連盟

４ 会 場 八戸市長根公園パイピングスケートリンク・テクノルアイスパーク八戸
（スピード競技） （ｱｲｽﾎｯｹｰ･ﾌｨｷﾞｭｱ競技）

５ 期 日 ●アイスホッケー競技
平成２８年１２月８日（木）～１２月１１日（日）
●スピード競技
平成２９年 １月４日（水）
●フィギュア競技
平成２９年 １月９日（月）

①開会式日程

・アイスホッケー競技開会式・・平成28年12月8日（日）17時30分 テクノルアイスパーク八戸（氷上）
・スピード競技開会式・・・・・平成29年1 月4日（水）８時00分 ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ 1階第2会議室
・フィギュア競技開会式・・・・平成29年1 月9日（月）11時30分 テクノルアイスパーク八戸 2階

②競技日程（競技開始時刻は各競技ごと別に定める）
・アイスホッケー競技・・・平成28年12月8日（木）～12月11日（日）
・スピードスケート競技・・平成29年 １月4日（水） 9:30競技開始
・フィギュア競技・・・・・平成29年 １月9日（月） 12:30競技開始

６ 参加資格 青森県内の中学校に在学し、校長が大会参加を認めた生徒

７ 引率・監督 引率・監督は出場校の校長、教員とする。
アイスホッケーの選抜チームは代表監督（校長・教員）とする。

８ 参加制限
①アイスホッケー競技・・・１校１チーム２２名以内（ゴールキーパー２名以内とする）

合同チーム、選抜チームを認める。
②スピードスケート競技・・１人２種目まで。
各種目の出場人数は制限しない。ただし得点対象は第４エントリーまでとする。
③フィギュア競技・・・・・１校５名以内
男子（Ａｸﾗｽ５級以上 Ｂｸﾗｽ4・3級 Ｃｸﾗｽ3・2級 Ｄクラス2級）
女子（Ａｸﾗｽ６級以上 Ｂｸﾗｽ5・4級 Ｃｸﾗｽ4・3級 Ｄクラス3・2級 Ｅクラス2級以下）

９ 参加料 １名１，０００円
※ スピードは抽選会で納入する。アイスホッケー、フィギュアは大会当日に納入する。

１０ 抽選会
①アイスホッケー競技・・・・第５２回八戸市中学校アイスホッケー大会等の成績でシード校を決定

し、その後臨時顧問会議を開き抽選を行う。
※顧問は出席すること。

②スピード競技・・・・・・・平成28年12月12日（月）17:30～「ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ内競技本部」
※顧問は出席すること

③フィギュア競技・・・・・・平成28年12月12日（月）17:30～「ｽﾎﾟｰﾂ研修ｾﾝﾀｰ内競技本部」
※フィギュアの抽選は主催団体の責任抽選とし、本大会主管で行う。

１１ 競技方法 各競技とも学校対抗形式とする。
① アイスホッケー競技
ア トーナメント法とする。代表決定戦を行う。
イ 正味２０分３ピリオド、インターバル１０分。
ウ ペナルティは正規のものとする。
エ 延長時間は５分間とし、同得点の場合はＧ・Ｗ・Ｓを行う。
オ 競技役員として、教員を必ず派遣すること。



② スピードスケート競技
ア 競技種目は、男子 ５００、１０００、１５００、３０００、５０００Ｍ

女子 ５００、１０００、１５００、３０００Ｍ
全種目Ｗ・Ｔレースとする。

イ 種目得点は、１位８点、２位７点、以下８位１点とし、男女別に学校順位を決定する。
同点の場合は、上位選手の多い学校を上位とする。

ウ 競技役員として、１校につき教員２名を必ず派遣すること。
③ フィギュア競技
ア 男子 Ａクラス ショートプログラム 2分40秒 （ISUジュニア課題）

Ｂクラス フリー3分 （ノービスＢ課題）
Ｃクラス フリー2分
Ｄクラス フリー1分 （初級課題）

女子 Ａクラス ショートプログラム2分40秒 （ISUジュニア課題）
Ｂクラス フリー3分 （ノービスＡ課題）
Ｃクラス フリー2分30秒 （ノービスＢ課題）
Ｄクラス フリー
Ｅクラス フリー1分 （初級課題）

イ 学校順位は参加者全員による逆点法により、得点を与え男女別に学校順位を決定する。
同点の場合は、上位選手の多い学校を上位とする。

ウ 競技役員として、１校につき教員１名を必ず派遣すること。

１２ 表 彰
① アイスホッケー競技

ア １位校へ優勝旗を授与する。
イ １位校から３位校までに、賞状を授与する。また、１位校と２位校のチーム構成
選手には、別に、個人用賞状を授与する。

② スピードスケート・フィギュア競技
ア 学校別順位の男子１位校、女子１位校へそれぞれ優勝旗を授与する。
イ 男女とも、学校別順位の１位校から３位校までに、賞状を授与する。
ウ 男女とも、個人別順位の１位から８位までに、賞状を授与する。

③ 本大会では、上記のア～ウ以外に、金銭や賞品等を用いての表彰はしない。

１３ 健康管理
大会参加者の健康管理については、関係者一同、十分注意しなければならない。もし、事故
の生じた時は、開催地大会事務局を通して、青森県中学校体育連盟会長へ細大もらさず報告
し、その指示を受けるものとする。

１４ 開会式要項 ①選手は３０分前までに集合する。
②選手団の服装は、その学校で定められている体育の授業時の服装とする。
③選手宣誓は、宣誓者が大会長の前まで移動し、宣誓を行う。
（ｽｹｰﾄ･ｱｲｽﾎｯｹｰ各選出）以下ｽｹｰﾄ競技・ｱｲｽﾎｯｹｰ競技同じ次第とする。

④開会式次第
１．開 式 通 告
２．国旗・連盟旗掲揚・君が代
３．優勝旗返還、レプリカ授与
４．大 会 長 あ い さ つ・・・青森県中学校体育連盟会長 木村 聖一
５．祝 辞・・・スケート連盟・アイスホッケー連盟
６．選 手 宣 誓・・・Ｈ 八戸市立第二中学校 中舘 庸太朗

Ｓ 八戸市立明治中学校 竹中 裕馬
Ｆ 青森市立東中学校 小形 冴々也

７．競 技 開 始 宣 言・・・青森県中学校体育連盟ｽｹｰﾄ専門部長
８．閉 式 通 告

１５ 閉会式 各競技ごとに、各競技場で行う（各競技部門で運営する）
閉会式次第
１．開 式 通 告
２．成 績 発 表
３．表 彰・・・・・・・（各競技部長）
４．大 会 長 あ い さ つ・・・・・・・（各競技部長）
５．講 評・・・・・・・（審 判 長）
６．閉 式 通 告


